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不動産営業とAI｜「5分の壁」を超えて成約率を上げる方法

カテゴリー：運用・活用ノウハウ

不動産仲介において、最も売上に直結する数字は何か。

物件の質でも、営業トークの巧みさでもありません。問い合わせへのレスポンス速度です。

問い合わせから5分以内に連絡した場合のアポイント獲得率は30%超。30分後に対応した場合と比べて10倍以
上の差がつきます。顧客満足度調査でも「問い合わせレスポンスの早さ」が満足度1位（76.2%、前年比+21.8
ポイント）に躍り出ました。

しかし現実には、営業マンは内見に出ている。事務作業に追われている。別の顧客と電話中。 -  この「5分」
が守れないことで、月間の成約数が1.2件減り、年間約860万円の売上を逃している。

本記事では、不動産仲介業がAI音声インテリジェンスを活用して「5分の壁」を超え、成約率を向上させる方
法を解説します。

不動産営業マンの1日  -  「空白の時間」が売上を食っている

日本の不動産市場は2025年に約4,483億ドル（約68兆円）規模。年平均2.74%の安定成長が見込まれる巨大市場
です。しかし、仲介の現場は構造的な人手不足に直面しています。

一般的な仲介営業マンの1日の業務内訳はこうなっています。

架電・追客に2〜3時間（午前・夕方以降）。接客・内見に1.5〜3時間（午後が中心、土日はほぼ全時間）。事
務作業に3〜4時間（物件登録、契約書類作成、写真撮影）。

最大のボトルネックは、営業マンが「外」に出ている間、店舗での電話対応や新規反響へのレスポンスが「空
白」になることです。

ユーザーは平均3.5社に同時に問い合わせています。15分以上レスポンスが遅れると、「もう他社と話が進ん
でいる」と言われるリスクが急増します。内見中に入った問い合わせに、戻ってから折り返す -  その30分〜1
時間の遅れが、案件を他社に渡すことになるのです。
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AI音声インテリジェンスで「䐹分の壁」を消す

24時間即時の一次対応

AI音声インテリジェンスを導入すると、問い合わせ電話の一次対応をAIが即座に行います。

「○○マンションの3LDKについてお問い合わせですね。現在ご入居可能です。内見をご希望ですか？ ご都合
のよい日時をお聞かせください。」

営業マンが内見中でも、休日でも、深夜でも。AIが5分以内どころか、電話を受けた瞬間に対応を開始します
。

物件の空き状況確認、希望条件のヒアリング、内見予約の設定 -  これらの一次対応をAIが完結させ、営業マン
は「内見の実施」と「クロージング」に集中できます。

追客の自動化

不動産営業の追客（フォローアップ）は、地味だけれど成約に直結する業務です。内見後に迷っている顧客へ
の状況確認、新着物件の紹介、価格変更のお知らせ -  これらを営業マンが1件ずつ手動で行うと、膨大な時間
がかかります。

AIエージェントが自動で追客電話をかけ、顧客の状況や温度感を確認。「まだ検討中です」「もう少し広い物
件があれば」 -  こうしたリアルタイムの顧客情報を収集し、営業マンに共有します。

営業マンは、AIが「この顧客は今が決め時」と判断した案件に優先的にアプローチできます。

導入シミュレーション：仲介営業3名の不動産会社の場合

現状

営業マン3名。月間の問い合わせ件数：100件。
5分以内に対応できている件数：30件（30%）。営業マンが内見中・事務中の70件は折り返し対応。
折り返し対応のアポ率：10%（7件）。即時対応のアポ率：30%（9件）。
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月間合計アポ：16件。

AI導入後

全100件をAIが即時対応。5分以内の対応率：100%。
即時対応のアポ率30%を全件に適用：月間アポ30件。

アポ数が16件→30件に。約1.9倍。
平均仲介手数料60万円、成約率を同じとすると、月間売上は約84万円増。年間で約1,000万円の売上増ポテン
シャル。

AI音声インテリジェンスの月額コスト（数万円）に対して、年間䐵,䐴䐴䐴万円のリターン。投資回収は初月で完了
します。

不動産業界ですでに起きている変化

AI導入は「検討段階」を超え、「生き残りの必須条件」に移行しつつあります。

大手では、三井不動産が&Chatで定型業務を自動化し情報活用を高度化。SREホールディングスはAI査定CLOU
Dで価格算出を数分に短縮し、成約データの解析精度を向上させています。

業務効率化の事例では、毎日500件届く物件情報をAIフィルタで自動選別し、作業時間を250時間から37.5時間
（約85%削減）に圧縮した企業もあります。物件紹介文の自動生成では、11.1%の企業が月10時間以上の削減
を実現しています。

全体として、AI導入企業は業務時間30〜50%削減、売上67%向上という効果データが報告されています。

不動産仲介がAI導入で押さえるべきポイント

①「一次対応の自動化」から始める

AI導入の最初のステップは、問い合わせ電話の一次対応自動化です。物件情報の確認、希望条件のヒアリング
、内見予約の設定 -  この定型プロセスをAIに任せるだけで、「5分の壁」問題は解消されます。
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②「録音型」では不動産の会話に対応できない

不動産の問い合わせは流動的です。「3LDKで探してるんですが、予算的に2LDKも見たいかも。あ、ペット可
は必須で」 -  こうした複数条件の動的なやり取りは、録音音声再生型やルールベース型では対応しきれません
。

文脈を理解して柔軟に対話できる音声AIインテリジェンス型を選んでください。（「AI営業電話サービス完全
ガイド2026」で3タイプの違いを解説しています）

③ 物件情報との連携

AIが問い合わせに答えるには、最新の物件情報へのアクセスが必要です。物件データベースやポータルサイト
とのAPI連携が可能なサービスを選ぶことで、「この物件はまだ空いていますか？」という質問にAIがリアル
タイムで回答できます。

まとめ：「5分」が年間860万円の差を生む

不動産仲介の成否を分けるのは、問い合わせへのレスポンス速度です。

5分以内にアポ率30%超。3.5社に同時問い合わせする顧客。15分の遅れで他社に流れるリスク。 -  この「5分
の壁」を、人間の営業マンだけで守り続けるのは構造的に困難です。

AI音声インテリジェンスは、この壁を消します。䐶䐸時間即時対応、内見中の空白時間ゼロ、追客の自動化。営
業マンは「電話番」から解放され、内見とクロージングという売上を直接生む業務に集中できます。

年間約860万円の機会損失を、月額数万円のAI投資で回収する。この計算が成り立つ時代に、すでに入ってい
ます。

関連記事
• AI営業電話サービス完全ガイド䐶䐴䐶䐺｜䐷つの技術タイプと選び方
• 営業コスト完全分解｜AI導入で年間いくら削減できるか
• BPO vs AI自動化｜コスト・品質・効率性を徹底比較検証
• AI時代に生き残る営業マンの条件
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Leadsiaは、AI営業インテリジェンス「ALICE」、AI音声インテリジェンス「SOPHIA」、AI業務インテリジェン
ス「LYDIA」を通じて、日本のB2B企業の営業DXを支援するセールステックSaaS企業です。各AIエージェント
の頭脳にはAnthropicのClaudeを採用し、Constitutional AI（憲法AI）に裏打ちされた安全性と会話品質を両立
した営業自動化を実現しています。

詳しくは[Leadsia公式サイト]をご覧ください。
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